
（別紙３）

〜 令和7年4⽉30⽇

（対象者数） 24 （回答者数） 13

〜 令和7年4⽉30⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
セラピー⽝との外出による機会などを増やし新しい分野の療育機会

を作り出したい

2
ランチミーティング・ディナーミーティングなどを頻繁に⾏い

活発な療育が⾏える環境にしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 空き状況により連絡させていただく

2 可能であれば、SNSやLINEを利⽤し共有する

3

○事業所名  わんピース

○保護者評価実施期間 令和7年3⽉31⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉31⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和7年5⽉10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

新規受入が難しい
令和７年度に入り、⽀援学校の放課後等デイサービスの利⽤が増

え利⽤枠の確保が難しくなった

働かれている保護者が多く、情報の共有が難しい 共有できる時間がとれない

セラピー⽝との関わりによるライフクオリテイーのアップ セラピー⽝が常駐

正社員、パートなどの職員間の関係性が良く風通しがいい 気づいたこと、新しい発⾒など何でも⾔い合える関係性

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


